
　10月5日（日）、高岡第１自治会の自主防災組織が主催となり、津波を想定した避難訓練が行われ
ました。
　この組織は、令和７年３月に結成されたばかり。結成と同時に、地区に特化した「地区防災計画」を策
定し、災害時の役割分担や避難経路、防災情報の共有方法などを地域ぐるみで話し合ってきました。
　今回は、その計画に基づく初めての実践訓練です。

　訓練当日は、地震発生の合図とともに、住民がそ
れぞれの方法で噴火湾展望公園へ避難を開始。
　車両避難と徒歩避難に分かれ、実際の避難時間を
計測しながらルートを確認しました。
　参加者からは、「実際に動いてみることで、道の傾
斜や避難時間の目安がわかりました。」といった声
も。
　真剣な中にも笑顔があふれる訓練となりました。

　避難後は、高岡生活館に会場を移して防災座談
会を開催。
　役場の防災担当職員から、津波到達時間と避難
に要する時間との比較、非常時の行動ポイントな
どを交えた講話が行われ、地域の皆さまからは、

「備えの大切さを改めて感じた。」など、前向きな感
想が多く寄せられました。

　高岡第１自治会の取組は、地域防災の新しい一歩
です。
　この取組をきっかけに、他の自治会でも地区防災
計画の作成や訓練の実施が広がることを期待して
います。
　まだ自主防災組織を結成していない自治会の皆さ
まも、まずは防災について話し合うところから始め
てみませんか？必要に応じて、役場の防災担当職員
が情報提供や計画づくりのサポートを行います！

問□　総務課 交通防災DX推進係　☎ 83−1417

車で・歩いて 津波を想定した避難行動！

地域の力で守る“わたしたちのまち”

訓練のあとは防災座談会で交流

地域のつながりが “ 防災力 ” になる！

高岡第１自治会 自主防災組織が津波避難訓練を実施！
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